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東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
で

8
月
15
日
か
ら
26
日
ま
で
の
12
日

間
、宮
城
県
東
松
島
市
へ
向
か
い
、

第
21
陣
「
チ
ー
ム
熊
本
」
の
一
員

と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

活
動
は
▼
罹
災
・
被
災
証
明

書
や
土
嚢
袋
・
被
災
住
宅
解
体
・

撤
去
の
申
請
受
け
付
け
▼
総
合

窓
口
の
道
案
内
▼
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
案
内―

な
ど
の
事
務
に

従
事
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
一
人
一
人
の
苦

難
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
の
強

さ
、
復
興
へ
の
思
い
を
日
々
の
業

務
の
中
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
熊
本
は
、
復
興
に
向
け

頑
張
る
市
民
に
「
希
望
と
勇
気
」

を
与
え
る
こ
と
を
話
し
合
い
、「
あ

い
さ
つ
」
を
率
先
し
て
行
い
ま
し

た
。
毎
朝
、市
長
へ
の
あ
い
さ
つ
、

来
庁
し
た
市
民
へ
の
あ
い
さ
つ
を

実
践
。
す
る
と
少
し
ず
つ
、
市
職

員
や
現
場
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
、

笑
顔
や
言
葉
に
表
れ
て
い
き
ま
し

た
。
改
め
て
、「
あ
い
さ
つ
」
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
も
て
な
し
の
心
を
届

け
よ
う
と
チ
ー
ム
熊
本
は
、
支
援

物
資
を
急
き
ょ
各
地
元
か
ら
取
り

寄
せ
、
交
流
の
場
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
被
災
地
活
動
で
、
被
災

さ
れ
た
方
に
、
喜
び
と
感
謝
さ
れ

た
こ
と
が
私
の
誇
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
北
地
方
の
復

興
を
願
い
、
今
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
船
町
、

そ
し
て
熊
本
か
ら
。「
が
ん
ば
れ

東
松
島　

ガ
ン
バ
レ
東
北　

頑

張
れ
日
本
」。

　

最
後
に
、
被
災
地
で
心
に
残

る
復
興
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
絆
」
を
胸
に

　
　
　

さ
ぁ
復
興
へ　

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

　

え
い
く
そ　

ま
げ
ね
ど　

　

み
ん
な
の
心
と
力
を
一
つ
に

　
「
絆
」
東
北
は
負
け
な
い

　

た
く
さ
ん
の
力
を
あ
り
が
と
う

　

Ｗ
ｅ 

Ｈ
ｅ
ｌ
ｐ  

東
北

　

未
来
へ
総
力
結
集
！

　

滝
尾
地
区
竹
の
迫
に
暮
ら
す
藤

岡
マ
サ
エ
さ
ん
の
百
歳
を
祝
う
宴

と
敬
老
会
が
9
月
4
日
、
同
区
公

民
館
で
催
さ
れ
、
主
役
の
マ
サ
エ

さ
ん
を
金
色
の
帽
子
と
羽
織
で
着

飾
っ
て
祝
福
し
ま
し
た
。

　

マ
サ
エ
さ
ん
は
、
明
治
44
年
11

月
に
8
人
き
ょ
う
だ
い
の
6
番
目

と
し
て
嘉
島
村
（
現
嘉
島
町
）
に

誕
生
。
昭
和
16
年
に
藤
岡
績
さ
ん

と
結
婚
、
滝
尾
村
（
現
御
船
町
）

へ
嫁
ぎ
ま
す
。
一
男
一
女
の
子
宝

に
恵
ま
れ
順
風
満
帆
な
矢
先
に
、

夫
・
績
さ
ん
が
戦
争
で
他
界
、
悲

痛
な
思
い
を
経
験
し
ま
す
。

　

女
手
一
つ
で
田
畑
を
耕
し
て
家

計
を
支
え
な
が
ら
2
人
の
子
ど
も

を
育
て
上
げ
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
と
激
動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
て

き
た
マ
サ
エ
さ
ん
。
今
は
孫
3
人

と
ひ
孫
４
人
に
恵
ま
れ
、
長
男
夫

婦
と
3
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
働
き
者
で
子
ど
も

の
面
倒
見
が
い
い
お
祖
母
ち
ゃ

ん
で
す
よ
」
と
自
慢
げ
に
福
永

明
夫
区
長
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
マ
サ
エ

さ
ん
は
60
歳
ま
で
野
菜
や
稲
作

の
農
作
業
に
、
90
歳
ま
で
孫
の

子
守
り
、
庭
の
花
植
え
や
家
庭

菜
園
に
精
を
出
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
自
宅
の
ベ
ッ
ド

で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ
た

マ
サ
エ
さ
ん
で
す
が
、
三
度
の

食
事
、
居
間
の
散
歩
、
10
時
間

以
上
の
睡
眠
で
健
康
そ
の
も
の
。

一
部
介
助
は
必
要
で
す
が
、
箸

や
歯
ブ
ラ
シ
は
自
分
の
手
で
持

ち
ま
す
。
好
物
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
は
テ

レ
ビ
タ
ミ
ン
だ
と
か
。
近
所
の

人
も
遊
び
に
き
て
良
き
話
し
相

手
と
な
り
、
長
生
き
を
一
緒
に

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
長
生
き
の
秘
訣
は
地
域
の
お

か
げ
。
皆
さ
ん
が
よ
く
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
家
で
も
っ
と
長
生
き

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
私

の
仕
事
で
す
か
ら
」
と
頬
を
緩
め

る
の
は
嫁
・
え
り
子
さ
ん
。

　

マ
サ
エ
さ
ん
が
暮
ら
す
自
宅
は

築
98
年
。
庭
に
樹
齢
百
年
の
シ
イ

の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
家

族
と
地
域
に
支
え
ら
れ
、
い
つ
も

と
同
じ
風
土
で
、
1
0
1
回
目
の

秋
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

家族と地域愛が育む一世紀家族と地域愛が育む一世紀

マサエさんに金の帽子と羽織を手渡し
区全員で百歳を祝った

百歳のお祝いで最高の笑顔を見せるマ
サエさん（中）と長男・洋一さん（左）、
長男嫁・えり子さん（右）

さの子菜

Happy
Topics 明治、大正、昭和、平成と4つの年号を生きぬいた生命力。このまちにまた一人、

健康長寿のシンボルが誕生しました。藤岡マサエさん。笑顔が素敵なおばあちゃ
ん。その半生をご家族のインタビュー協力から、長寿の秘訣をお伝えします。

3月11日の東日本大震災の発生から6カ月。日本全国から東北地方へ継続され
る復興支援。本町からも職員が自らの意思で、「チーム熊本」の一員として、
被災地へと向かいました。被災地での活動を作田豊明係長がリポートします。
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◉宮城県東松島市
宮城県東部に位置し、
旧矢本町と旧鳴瀬町が
合併して誕生。桜の名
所「滝山」、日本三景「特
別名勝松島」が有名。
東日本大震災での被害
状況は死者・行方不明
者 1142 人（8月 25 日
現在）。人口 40863人
（8月1日現在）。面積
10186 平方㌔㍍。

１＿宮城県石巻市大川小学校の周辺に
植えられた復興の「ひまわり」。亡く
なった児童の証として育てられている
２＿東松島市役所で証明発行を行う
「チーム熊本」　３＿岩手県陸前高田市
で震災に負けなかったケヤキ。「希望
の愛」と命名して復興のシンボルに　
４＿チーム熊本 21＆東松島市「まか
せんかい」と阿部秀保市長（中央）

今、私たちにできること今、私たちにできること
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笑顔が素敵なご長寿を応援します


